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事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

公共交通バス対策事業
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 公共交通バス対策事業 事業No. 
事業担当課 未来都市創造部　都市創造課 所属長 藤浦　均 担当者

②公共交通利用促進の啓発

会計区分 一般

足立　恵一

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 公共交通を利用される（利用したい）市民、交通事業者

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

・通院、買い物、通学、通勤等の日常生活における移動手段が確保できている。
・公共交通空白地域が解消されている。
・交通事業者が撤退することなく継続的な運行がなされている。

③公共交通の円滑な連携　④交通事業者等への運営支援

根拠法令・個別計画等 丹波市地方バス路線維持対策補助金交付要綱、丹波市地域公共交通会議設置要綱、丹波市有償運送運営協議会設置要綱、丹波市生活交通支援交付金交付要綱

事業期間 開始年度 16 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【２】誰もが住みたい定住のまち

施策目標
２‐２【公共交通】公共交通をみんなで支えていこう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・路線バスの維持対策（運行補助、利用増進に係る助成制度）
・生活交通の支援（自治協議会・NPO主体の移動手段に対する補助）
・丹波市地域公共交通活性化協議会の運営（連携計画の実施、デマンド(予約)型乗合タクシーの運営）
・丹波市地域公共交通会議の運営（市全域の調整、合意）
・丹波市有償運送運営協議会の運営（交通空白地・福祉有償運送の合意）

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
・地方バス路線維持
対策補助金
・生活交通支援交付
金
・地域公共交通活性
化協議会負担金

・地方バス路線維持
対策補助金
・生活交通支援交付
金
・地域公共交通活性
化協議会負担金
・路線バス経路検討
・デマンド運行システ
ム更新

・地方バス路線維持
対策補助金
・生活交通支援交付
金
・地域公共交通活性
化協議会負担金
・路線バス経路見直し
検討

・地方バス路線維持
対策補助金
・生活交通支援交付
金
・地域公共交通活性
化協議会負担金
・路線バス経路見直し
検討

・地方バス路線維持対
策補助金
・生活交通支援交付金
・地域公共交通活性化
協議会負担金
・路線バス乗車券購入
助成金（新設）
・路線バス通学定期券
購入補助金（新設）

令和元年度事業

及び積算内容

丹波市地域公共交通会議委員謝金及び費用弁償（519千円）、高速バス停留所施設管理委託料（493千円）、デマ
ンド交通システム保守委託料（942千円）、地方バス路線維持対策補助金（52,258千円）、生活交通支援交付金
（1,000千円）、地域公共交通活性化協議会負担金（53,030千円）、待合環境整備補助金（100千円）、路線バス乗
車券購入助成金(2,000千円)、路線バス通学定期券購入補助金(4,000千円)

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 82,781 105,856 98,465 92,974 114,607

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 90,781 110,016 105,325 99,834 122,717

人件費C=B×7,500千円 8,000 4,160 6,460 6,460 7,650

職員従事者数（人・年）Ｂ 1.00 0.52 0.85 0.85 1.02

人件費E=D×2,000千円 0 0 400 400 460

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.20 0.20 0.23

国・県支出金 4,878 5,597 5,846 0 0
特定財源 4,878 5,597 5,846 0 0

受益者負担金 0 0 0 0 0
借入金（地方債） 0 0 0 0 0

一般財源 85,903 104,419 99,479 99,834 122,717
その他特財 0 0 0 0 0

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果 路線バス年間乗客数 人 路線バス補助申請書から
100,000 100,000 100,000 100,000 100,000
80,370 77,045 73,350 69,260

36,000 36,000 36,000
33,264 33,518 31,647 29,606

成果
デマンド(予約)型乗合タク
シー　年間利用者数

人 運行実績から
36,000 36,000
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事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

福知山線複線化促進対策事業

新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 福知山線複線化促進対策事業 事業No. 
事業担当課 未来都市創造部　都市創造課 所属長 藤浦　均 担当者

①鉄道機能・駅機能等の改善要請

会計区分 一般

足立　恵一 芦田　秀久

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） JR福知山線を利用する人、JR福知山線を利用する可能性のある人

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

・JR福知山線市内駅利用者数が増加している。
・JR福知山線の利便性が向上している。
・JR福知山線が複線化されている。

②公共交通利用促進の啓発　③公共交通の円滑な連携

根拠法令・個別計画等 丹波市福知山線利用増進事業補助金交付要綱、丹波市通勤通学者駅周辺駐車場利用料金助成事業実施要綱

事業期間 開始年度 16 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【２】誰もが住みたい定住のまち

施策目標
２‐２【公共交通】公共交通をみんなで支えていこう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・利用増進事業として各種助成事業の実施
・丹波市JR福知山線複線化推進協議会への支援
・鉄道利用の意識高揚を図るためイベント等の実施、「たんば鉄道の日（毎月22日）」の駅前市営駐車場の無料化
・JR福知山線全駅へのICOCA対応自動改札機の早期導入に向けた市内（駅周辺等）におけるICOCA利用環境整
備等の取り組み

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
・駅トイレ清掃業務
・乗車券発売業務
・鉄道利用に関するアンケート調
査
・鉄道利用推進対策補助金
・福知山線利用増進事業補助金
・JR福知山線複線化推進協議会
負担金
・たんば鉄道イベント実行委員会
負担金

・駅トイレ清掃業務
・乗車券発売業務
・鉄道利用推進対策補助金
・福知山線利用増進事業補助金
・各負担金（JR福知山線複線化推進協
議会、たんば鉄道イベント実行委員会）
及び事務局
・鉄道利用に関するアンケート調査
（H27繰越）
・柏原駅バリアフリー化工事設計
・柏原駅バリアフリー化工事

・駅トイレ清掃業務
・乗車券発売業務
・鉄道利用推進対策補助金
・福知山線利用増進事業補
助金
・各負担金（JR福知山線複
線化推進協議会、たんば鉄
道イベント実行委員会）及び
事務局

・駅トイレ清掃業務
・乗車券発売業務
・鉄道利用推進対策補助金
・福知山線利用増進事業補
助金
・各負担金（JR福知山線複
線化推進協議会、たんば鉄
道イベント実行委員会）及び
事務局

・駅トイレ清掃業務
・乗車券発売業務
・鉄道利用推進対策補助金
・福知山線利用増進事業補
助金
・各負担金（JR福知山線複
線化推進協議会、たんば鉄
道イベント実行委員会）及び
事務局
・ICOCA利用環境整備に向
けた取り組み

令和元年度事業

及び積算内容

JR駅舎トイレ修繕料（772千円）、施設清掃委託料（2,530千円）、乗車券発売業務委託料（12,300千
円）、福知山線利用増進事業補助金（3,500千円）、鉄道利用推進対策補助金（600千円）、通勤通学者
駅周辺駐車場利用料助成金（1,290千円）、各負担金（3,100千円）

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 23,728 68,884 71,241 26,685 26,466

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 37,248 82,404 85,761 41,205 46,416

人件費C=B×7,500千円 13,520 13,520 12,920 12,920 19,050

職員従事者数（人・年）Ｂ 1.69 1.69 1.70 1.70 2.54

人件費E=D×2,000千円 0 0 1,600 1,600 900

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.80 0.80 0.45

国・県支出金 0 0 0 0 0
特定財源 3,668 39,575 5,525 1,716 1,716

受益者負担金 0 0 0 0 0
借入金（地方債） 0 38,000 3,800 0 0

一般財源 33,580 42,829 80,236 39,489 44,700
その他特財 3,668 1,575 1,725 1,716 1,716

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果
JR福知山線市内駅年間乗
車人員数

千人 実績値
1,080 1,080 1,080 1,080 1,080
959 938 930 -

4,500 4,500 4,500
3,726 3,728 3,574 3,369

成果
ＪＲ福知山線利用増進事業
年間利用者数

人 実績値
4,500 4,500

1,000 1,000 1,000
540 541 515 532

成果
通勤通学者駅周辺駐車場
利用助成人数

人 実績値
1,000 1,000
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成果 一時駐車場稼働率 ％
年間利用台数/（365日*一時
区画数134）

60.0 65.0
69.2 67.2 58.9 56.3 ―

65.0 65.0 65.0
69.1 69.0 67.4 62.3 ―

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果 月極駐車場稼働率 ％
年間利用台数/（12ヶ月*月極
区画数147）

70.0 70.0 70.0 70.0 70.0

一般財源 17,357 1,201 700 912 2,025
その他特財 239 243 200 209 9,485
受益者負担金 10,548 11,056 11,899 11,091 11,615
借入金（地方債） 0 0 0 0 0
国・県支出金 0 0 0 0 0

特定財源 10,787 11,299 12,099 11,300 21,100

人件費E=D×2,000千円 0 0 0 0 0

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費C=B×7,500千円 1,200 1,200 699 912 2,025

職員従事者数（人・年）Ｂ 0.15 0.15 0.09 0.12 0.27

令和元年度事業

及び積算内容

指定管理料　7,661,000円
基金積立金　2,116,000円
電子マネー対応機設置工事費　9,259,000円

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 26,944 11,300 12,100 11,300 21,100

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 28,144 12,500 12,799 12,212 23,125

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

○各駅周辺市営駐車場（月極・一時使用）９箇所における施設管理及び運営
○指定管理者による駐車場使用契約事務及び使用料収納事務等

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
市営駐車場管理・
運営

市営駐車場管理・
運営

市営駐車場管理・
運営

市営駐車場管理・
運営

市営駐車場管理・
運営
ＩＣＯＣＡ他電子マ
ネー対応精算機の
導入（谷川、柏原、
石生）

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 各駅周辺市営駐車場利用者　

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

○指定管理者制度の導入により、駐車場利用者の利便性を向上させる。
○料金自動精算機により、駐車場利用者の利便性を向上させる。
○一時使用駐車場における１時間以内の使用料金無料制度の継続により、市民等が駅周辺の施設
や店舗等を利用する際の利便性を図る。

③公共交通の円滑な連携
根拠法令・個別計画等 丹波市営駐車場条例、丹波市駐車場条例施行規則

事業期間 開始年度 16 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【２】誰もが住みたい定住のまち

施策目標
２‐２【公共交通】公共交通をみんなで支えていこう

施策の展開
②公共交通利用促進の啓発

一時借入金利子

会計区分 特別 予備費

澤田知寿 村上　貴尉

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

一般管理費
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 市営駐車場事業 事業No. 
事業担当課 財務部　財政課 所属長 北野　壽彦 担当者


